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1.1 UNWTO Working GroupsとInternational Forum 
まず、UNWTO Working Groups（賛助会員会合）について説明したい。今回
佐藤先生と私が参加した賛助会員会合はUNWTOが主催する“The Value of 
Human Rights on the Camino de Santiago: harnessing the power of tourism 
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集したデータを地域で連携することは想定せずに独立的に検討されていた。こ
うした状況は日本でも同様である。しかし、幸いスペインを始め欧州では、DMO
のWebサイトが地域観光のポータルとして大きな役割を果たしており、会員と
なっている観光事業者から宿泊データなどの提供を受けて、グローバルなサー
ビスプレイヤーが提供する情報とは異なる価値を付与できれば、サービスの利
用率も高まるのではないかと期待できる。 
2.3 考察 
観光客向け観光情報サービスの分野における成功例としてはBooking.comや
TripAdvisorが提供する予約サービスやGoogleの地図サービスがある。しかし、
個々の地域がこうしたグローバルなサービスをコントロールし、地域の目的達
成のために利用することはむずかしい。地域独自のサービスを開発することも
多いが、独自サービスはインストールの手間やユーザーインタフェースの違い
から、一般的に観光客に利用されにくい。人は手に馴染んだサービスを使うも
のだからである。今後は、混雑緩和など地域の目的を達成するための観光情報
サービスを、地域がどのようにデザインしていくのかが問われることになる。
地域がこうしたグローバルなプレイヤーと相対できるような付加価値を想像で
きるかにかかっているように思われる。 
AIや機械学習の特徴を考えると、地域発の観光情報サービス開発には位置情
報をはじめとしたリアルタイムの動的データをどのように共有し、開発に供す
るかがポイントになる。一部にはデータの地域内共有という動きもあるが、事
例は少ない。データ共有の手法も含め、地域における観光情報サービス全体の
デザインについて、これからの研究を進めたい。 
「デザイン学」への問い 
+ 多数のステークホルダが存在する観光地において、地域の便益を最大化するサ
ービス群をどのようにデザインするか。 
+ 日本型DMOが欧州のように地域における観光政策実行の司令塔となるにはど
のように制度をデザインすればよいか。 
